
大
正
大
蔵
経
第
四
六
巻
に
「
南
岳
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』
な
る

著
作
を
収
め
る
。
中
国
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
天
台
大
師
智
顎
の

師
匠
・
南
岳
慧
思
（
五
一
五
’
五
七
七
）
の
著
述
と
さ
れ
、
通
常
『
立

誓
願
文
』
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
著
述
の
内
容
に
も
と
づ
い
て
、
慧

思
は
従
来
か
ら
、
中
国
仏
教
史
上
に
お
い
て
最
初
に
末
法
の
自
覚

を
明
確
に
表
明
し
た
仏
教
者
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
こ
の
著
述
の
真
撰
・
偽
撰
を
め
ぐ
る
問
題
も
盛
ん
に

論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。

章
安
灌
頂
（
五
六
一
’
六
三
三
の
『
晴
天
台
智
者
大
師
別
伝
』

言
８
１
ｓ
母
）
や
道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
（
Ｈ
ｇ
ｌ
設
営
１
９

に
収
め
る
慧
思
伝
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
慧
思
は
光
州
大
蘇
山
に
お

い
て
、
金
字
の
大
品
般
若
経
及
び
法
華
経
の
作
成
を
発
願
し
て
お

り
、
「
立
誓
願
文
』
は
そ
の
折
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ

は
じ
め
に

南
岳
彗
思
『
立
誓
願
文
』
に
関
す
る
一
試
論

る
。
智
顎
の
「
摩
訶
止
観
』
巻
七
に
は

武
津
（
Ｉ
慧
思
）
歎
じ
て
曰
わ
く
、
二
生
に
し
て
銅
輪
（
Ｉ

は
な
は

十
住
位
）
に
入
ら
ん
こ
と
を
望
む
、
衆
を
領
す
る
こ
と
太
だ

よ

Ｏ
Ｏ

早
く
し
て
求
む
る
所
克
く
せ
ず
」
と
。
願
文
を
著
し
て
云
わ

く
、
「
択
べ
択
べ
択
べ
択
需
ご
と
。
角
．
ざ
ｌ
Ｂ
ご

と
あ
る
か
ら
、
慧
思
が
『
願
文
』
を
著
わ
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
し
か
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
「
択
択
択
択
」
と

い
う
語
は
、
現
行
の
『
立
誓
願
文
』
の
末
尾
の
句
と
一
致
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
慧
思
が
金
字
経
典
を
作
成
し
た
折
に
著
わ
し
た

と
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
『
願
文
』
が
、
現
行
の
『
立
誓
願
文
」

と
全
同
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
議
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
『
立
誓
願
文
』
の
全
文
を
慧
思
の
撰
述
と
す
る
こ
と
に
対
し

て
は
従
来
か
ら
盛
ん
に
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
真
偽
問

題
は
未
だ
に
決
着
を
見
て
い
な
い
。

「
立
誓
願
文
』
は
内
容
的
に
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ

山
野
俊
白R
Jへ膿

35



る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
冒
頭
の
①
正
像
末
三
時
説
（
末
法
説
）
を

述
、
へ
る
部
分
、
次
の
②
金
字
経
典
を
作
成
す
る
由
縁
を
語
る
造
経

①

縁
起
（
「
自
著
年
譜
」
）
の
部
分
、
そ
し
て
③
願
文
の
部
分
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
①
Ｉ
③
の
う
ち
、
と
く
に
正
像
末
三
時
説
を
説
く
部
分
が

疑
問
視
さ
れ
て
お
り
、
恵
谷
隆
戒
氏
な
ど
に
よ
っ
て
偽
撰
説
が
提

②

起
さ
れ
て
き
て
い
る
。
一
方
、
結
城
令
聞
氏
は
『
立
誓
願
文
』
に

記
載
さ
れ
る
末
法
思
想
を
慧
思
自
身
の
も
の
と
認
め
、
『
立
誓
願

文
』
を
中
国
仏
教
に
お
い
て
末
法
思
想
の
自
覚
が
明
瞭
に
表
明
さ

③

れ
た
最
初
の
文
献
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
そ
の
後
、
山
田
龍
城
氏
、

小
林
泰
善
氏
、
川
勝
義
雄
氏
な
ど
も
慧
思
に
末
法
思
想
が
あ
っ
た

こ
と
を
認
め
、
『
立
誓
願
文
』
の
末
法
説
が
述
べ
ら
れ
る
部
分
を

④

慧
思
の
真
撰
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ

ー
ル
・
マ
ニ
ャ
ン
（
圃
昌
冒
煙
唱
冒
）
氏
は
そ
の
箸
《
《
Ｆ
蝕
冨
①
３

Ｆ
』
Ｒ
こ
ぐ
Ｈ
の
号
国
昌
里
、
》
（
ご
弓
）
に
お
い
て
『
立
誓
願
文
』
の
真
偽

問
題
に
触
れ
、
願
文
中
の
ご
く
一
部
冑
．
急
ｌ
『
認
具
鵲
ｌ
認
設
官
巳

の
み
を
慧
思
の
自
撰
の
も
の
と
見
な
し
、
他
は
す
べ
て
彼
の
弟
子

に
よ
っ
て
後
世
付
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
仮
説
を
立
て
て

⑤

い
る
。私
は
拙
論
に
お
い
て
、
と
く
に
仙
正
像
末
三
時
説
（
末
法
説
）

の
部
分
、
及
び
②
「
自
著
年
譜
」
の
部
分
を
取
り
あ
げ
、
そ
れ
ら

を
慧
思
の
真
撰
と
見
な
し
う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
南
北
朝
時
代
末
期
と
い
う
混
乱
の
時
代
を

生
き
た
慧
思
の
思
想
と
伝
歴
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
の
不
可
欠

な
基
礎
的
作
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
中
国
に
お
け
る
末
法
思

想
の
成
立
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
再
確
認
し
よ

う
と
す
る
試
み
で
も
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
『
立
誓
願
文
』
に
お
い
て
特
に
末
法
思
想
を
説

く
部
分
は
、
そ
の
真
撰
偽
撰
に
つ
い
て
従
来
多
く
言
及
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、
「
自
著
年
譜
」
の
部
分
は
真
撰
と
見

な
さ
れ
、
慧
思
の
伝
記
資
料
と
し
て
無
批
判
に
利
用
さ
れ
る
の
が

通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
自
著
年
譜
」
の
場
合
も
そ

の
真
偽
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
寺
へ
き
で
あ
る
、
と
私
は
考

幸
え
ス
諸道
宣
の
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
習
禅
篇
二
に
「
陳
南
岳
衡
山
釈

慧
思
伝
」
を
収
め
る
。
道
宣
が
『
続
高
僧
伝
」
の
最
初
の
稿
を
ま

と
め
た
の
は
唐
の
貞
観
十
九
年
（
六
四
五
）
で
あ
り
、
慧
思
没
後
お

よ
そ
七
十
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
慧
思
伝
を
ま
と
め
る
に
当

っ
て
ど
の
よ
う
な
資
料
を
利
用
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
続
高
僧
伝
』

以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
慧
思
の
伝
記
関
係
の
資
料
と

し
て
、
左
記
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

｜
慧
思
の
「
自
著
年
譜
」
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①
慧
思
撰
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
「
自
著
年
譜
」

⑨
智
顎
撰
「
南
岳
〔
慧
〕
思
禅
師
伝
』
（
現
存
せ
ず
）

③
灌
頂
撰
「
晴
天
台
智
者
大
師
別
伝
』
（
大
正
大
蔵
経
第
四
十
六

巻
所
収
）

③
智
顎
の
依
頼
を
受
け
て
晋
王
広
（
Ｉ
階
の
蝪
帝
）
が
製
作
し

た
言
思
の
碑
文

こ
の
う
ち
、
⑨
『
南
岳
思
禅
師
伝
』
は
現
存
し
な
い
が
、
道
宣
は

『
大
唐
内
典
録
』
巻
六
角
．
閉
ｌ
麗
虚
）
に
お
い
て
智
顎
の
著
述
を

列
挙
す
る
中
で
こ
の
書
名
を
記
録
し
て
い
る
。
次
に
、
智
顎
の
弟

子
で
あ
る
潅
頂
（
五
六
一
’
六
三
二
）
が
撰
述
し
た
③
「
晴
天
台

智
者
大
師
別
伝
』
に
も
慧
思
の
伝
記
関
係
の
記
事
が
わ
ず
か
な
が

ら
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
自
著
年
譜
」
の
直
接
的
な
影

響
は
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
著
述
で
は
「
時
に
慧
思
禅
師
有

り
、
武
津
の
人
な
り
。
名
は
嵩
嶺
に
高
く
、
行
は
伊
洛
に
深
し
、

○
○

云
云
」
と
慧
思
の
行
業
に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
「
事
は
別
伝
に

彰
わ
る
」
（
Ｈ
ｇ
ｌ
岳
庁
）
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
云
う
「
別
伝
」

と
は
お
そ
ら
く
智
顎
が
撰
述
し
た
『
南
岳
思
禅
師
伝
』
を
指
し
て

お
り
、
灌
頂
は
こ
の
著
作
に
拠
っ
て
『
晴
天
台
智
者
大
師
別
伝
』

所
載
の
慧
思
関
係
の
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次

⑥

に
帥
に
つ
い
て
は
、
灌
頂
編
『
国
情
百
録
」
巻
三
所
収
の
「
遺
書

与
晋
王
〔
広
〕
」
（
遺
書
。
晋
王
〔
広
〕
に
与
う
）
第
六
十
五
等
に

お
い
て
言
及
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
晋
王
広
に
与
え
た
遺
書
の
中

で
智
顎
は
、

南
嶽
大
師
滅
度
の
後
、
未
だ
碑
頌
有
ら
ず
。
前
に
教
を
蒙
り

つ
く
ぶ
と

自
ら
制
る
を
許
む
。
願
わ
く
は
此
の
旨
を
忘
れ
ざ
ら
ん
こ
と

を
。
（
貝
念
ｌ
閏
言
）

と
述
令
へ
る
よ
う
に
、
晋
王
広
に
慧
思
の
碑
文
の
製
作
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
晋
王
広
は
「
王
答
遣
旨
文
」
（
王
、
遺
旨
に
答
う
る

の
文
）
第
六
十
六
に
お
い
て
、

し
め

つ
く

今
調
さ
れ
て
、
南
嶽
師
の
碑
を
製
ら
し
む
。
即
ち
、
開
府
学

つ
・
く

士
柳
顧
言
に
命
じ
て
序
を
為
ら
し
め
、
自
ら
銘
頌
を
撰
す
。

（
日
．
急
Ｉ
曽
医
）

と
の
返
信
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
王
入
朝
遣
使
参
害
」

（
王
〔
Ｉ
晋
王
広
〕
、
朝
に
入
り
遣
使
し
て
参
ず
る
書
）
第
四
十
三

に
は
、
智
韻
に
あ
て
た
晋
王
広
の
信
書
が
収
め
ら
れ
る
が
、

弟
子
総
持
（
Ｉ
晋
王
広
）
和
南
す
。
旨
を
垂
れ
、
衡
嶽
禅
師

○
○

（
Ｉ
慧
思
）
の
碑
文
を
撰
せ
し
む
。
（
中
略
）
行
状
を
循
覧
す

る
に
用
っ
て
思
議
し
難
し
。
仏
〔
図
〕
澄
、
道
安
、
寧
ぞ
復

た
是
を
過
ぎ
ん
や
。
冑
．
念
１
９
蟹
）

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
智
甑
が
晋
王
広
に
対
し
て
依
頼
し
た
慧
思

の
碑
文
が
「
行
状
‐
｜
に
拠
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
こ
に
云
う
一
行
状
」
と
は
、
お
そ
ら
く
智
頷
が
著
わ
し
た
慧
思
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の
行
状
記
で
あ
り
、
『
南
岳
思
禅
師
伝
』
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た

と
も
推
察
さ
れ
る
。

以
上
の
伝
記
資
料
の
う
ち
、
道
宣
は
『
続
高
僧
伝
」
巻
十
七
所

収
の
慧
思
伝
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て
、
智
顎
撰
『
南
岳
思
禅
師
伝
』

を
第
一
の
資
料
と
し
て
利
用
し
、
そ
の
他
に
㈹
の
碑
文
な
ど
を
も

参
照
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し
、
慧
思
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

『
願
文
』
に
、
も
と
も
と
現
行
の
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
「
自
著

年
譜
」
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
智
顎
は
『
南
岳
思
禅

師
伝
』
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
必
ず
や
慧
思
自
撰
の
「
自
著
年
譜
」

を
参
照
し
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
場
合
、
慧
思
の
伝
記
記
述

は
、
慧
思
撰
「
自
著
年
譜
」
↓
智
韻
撰
『
南
岳
思
禅
師
伝
』
↓
道
宣

撰
『
続
高
僧
伝
』
「
慧
思
伝
」
、
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
道
宣
は
慧
思
の
『
願
文
』

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
（
『
大
唐
内
典
録
』
巻
五
に
お
い
て
道
宣
は
、

慧
思
の
著
述
を
列
挙
す
る
中
で
『
弘
誓
願
文
』
の
書
名
を
記
し
て
い
る
。

目
．
認
ｌ
腸
浮
）
の
で
あ
る
か
ら
、
慧
思
伝
を
ま
と
め
る
に
当
っ
て

道
宣
は
「
自
著
年
譜
」
を
参
照
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、

た
と
え
そ
れ
を
直
接
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

智
顎
の
『
南
岳
思
禅
師
伝
』
の
記
述
を
通
し
て
、
道
宣
が
著
わ
し

た
慧
思
伝
の
中
に
は
「
自
著
年
譜
」
の
影
響
が
明
瞭
に
現
わ
れ
て

く
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
の
慧
思
伝
の
内
容
を
検
討
し

て
み
る
に
、
道
宣
が
「
自
著
年
譜
」
を
参
照
し
た
形
跡
は
全
く
見

出
せ
な
い
。
も
し
道
宣
が
そ
れ
を
参
照
し
得
た
な
ら
ば
、
彼
が
記

す
慧
思
伝
は
更
に
詳
細
な
記
述
を
伴
っ
た
も
の
に
な
っ
た
は
ず
で

主
冷
し
ザ
（
》
Ｏ

い
ま
、
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
所
収
の
慧
思
伝
と
「
自
著
年
譜
」

と
を
比
較
し
て
み
る
に
、
前
者
は
慧
思
の
師
・
慧
文
の
名
を
挙
げ

か
つ
慧
文
の
下
に
お
い
て
慧
思
が
法
華
三
昧
の
証
悟
に
至
っ
た
修

行
の
様
子
を
比
較
的
詳
し
く
記
し
て
い
る
角
．
９
１
留
停
１
９
ざ
）

が
、
後
者
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
あ
る

い
は
、
慧
思
が
蒙
っ
た
迫
害
に
関
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は
慧
思

が
三
十
四
歳
以
降
、
ほ
ぼ
十
年
間
に
悪
比
丘
や
悪
論
師
た
ち
か
ら

四
度
に
わ
た
っ
て
危
害
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
そ
の
各
々
の
年

時
と
場
所
と
を
明
記
し
つ
つ
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
角
．
念
ｌ
認
『

四
Ｉ
Ｃ
）
が
、
一
方
、
前
者
に
お
い
て
は
、

〔
慧
思
の
〕
名
行
遠
く
聞
え
、
四
方
徳
を
欽
び
、
学
徒
日
に

盛
ん
に
し
て
、
機
悟
嘉
に
繁
し
。
（
中
略
）
衆
に
精
鹿
を
雑

え
、
是
非
由
っ
て
起
る
。
怨
嫉
鳩
毒
し
て
毒
も
傷
め
ざ
る
所

異
道
の
謀
を
興
し
て
謀
も
害
を
為
さ
ず
。
宮
．
９
１
呂
駛
）

と
あ
る
よ
う
に
、
ご
く
漠
然
と
記
録
す
る
に
止
め
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
両
者
の
記
述
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
道
宣
が
著
わ
し
た
慧
思
伝
に
は
、
現
行
の
『
立
誓
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願
文
』
所
載
の
「
自
著
年
譜
」
を
参
照
し
た
形
跡
や
そ
の
影
響
は

見
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
は
、
慧
思
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

「
願
文
』
に
は
、
『
立
誓
願
文
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
詳
細
な
「
自

著
年
譜
」
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
の
で

あ
る
。次
に
、
『
続
高
僧
伝
』
以
降
、
宋
代
の
『
仏
祖
統
紀
』
（
一
二
六

九
）
に
至
る
ま
で
の
慧
思
の
伝
記
関
係
の
資
料
と
し
て

①
恵
詳
撰
『
弘
賛
法
華
伝
』
巻
四
（
、
日
自
’
四
。
ｌ
隠
豆
（
六
六

七
）

③
僧
詳
撰
『
法
華
伝
記
』
巻
三
（
Ｈ
望
ｌ
ｇ
ｇ
（
八
世
紀
半
頃
）

③
荊
渓
湛
然
（
七
二
’
八
二
）
撰
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』

巻
一
之
一
角
．
急
ｌ
匡
幹
ｌ
匡
詮
）

⑳
道
原
撰
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
二
十
七
言
．
臼
ｌ
畠
置
Ｉ
。
）
（
一

○
○
四
）

⑥
士
衡
撰
『
天
台
九
祖
伝
』
（
目
臼
１
房
。
Ｉ
ｇ
Ｅ
）
（
一
二
○
八
）

⑥
志
磐
撰
『
仏
祖
統
紀
』
巻
六
角
．
乞
ｌ
弓
苫
１
房
３
（
一
二

六
九
）

⑦

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
①
ｌ
⑤
に
つ
い
て

の
各
々
の
慧
思
伝
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
に
、
そ
れ
ら
の
記
述

は
多
く
「
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
所
収
の
慧
思
伝
を
踏
え
た
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
「
自
著
年
譜
」
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

③
に
つ
い
て
言
え
ば
、
湛
然
は
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
七

○
Ｏ

之
四
に
お
い
て
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
七
に
記
さ
れ
る
一
‐
著
願
文
云
、

ハ
ス
ト
ハ
ヲ
ノ
一
一

択
択
択
択
」
と
い
う
文
に
対
し
て
、
「
著
二
願
文
一
者
、
其
文
現

ハ
ル

行
」
言
．
急
ｌ
認
：
）
と
注
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
湛
然
は
慧

思
の
『
願
文
』
を
見
て
い
た
に
相
違
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
彼
が
述
尋
へ
る
慧
思
伝
に
は
「
自
著
年
譜
」
の
影
響
は

窺
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
志
磐
が
撰
述
し
た
⑥
『
仏
杣

統
紀
』
に
至
る
や
、
そ
の
巻
六
に
収
録
さ
れ
る
慧
思
伝
に
お
い
て

は
「
自
著
年
譜
」
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
実
０
０

際
、
志
磐
は
そ
の
伝
記
記
事
が
依
拠
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
「
南
岳

○
Ｏ
願
文
、
鉄
券
記
、
南
山
続
高
僧
伝
に
雑
出
す
」
（
筍
．
念
ｌ
扇
ご
と

注
記
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
慧
思
が
大
蘇
山
に
在
っ
て
金
字
経
典
を
書
写
し
た

折
に
著
わ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
『
願
文
』
に
は
、
簡
略
な
造
経
縁

起
は
記
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
行
の
「
立
誓
願
文
』

所
載
の
所
謂
「
自
著
年
譜
」
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
「
自
著
年
譜
」
の
部
分
は
か
な
り
後
世
に
、
遅
く

と
も
『
仏
祖
統
紀
』
が
撰
述
さ
れ
る
頃
ま
で
に
、
何
ら
か
の
意
図

の
も
と
に
作
成
さ
れ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
『
願
文
』
に
追
記
さ
れ
た

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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二
正
像
末
三
時
説
（
末
法
説
）

「
立
誓
願
文
』
所
載
の
正
像
末
三
時
、
あ
る
い
は
末
法
に
関
す

る
教
説
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
ま
ず

最
初
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

釈
迦
牟
尼
仏
悲
門
三
昧
観
衆
生
品
本
起
経
の
中
に
説
け
ら
く
、

仏
、
癸
丑
の
年
の
七
月
七
日
よ
り
胎
に
入
り
、
甲
寅
の
年
の

四
月
八
日
に
至
っ
て
生
ま
れ
、
壬
申
の
年
、
年
十
九
の
二
月

八
日
に
至
っ
て
出
家
し
、
癸
未
の
年
、
年
三
十
の
是
の
臘
月

の
月
八
日
に
至
っ
て
成
道
を
得
、
癸
酉
の
年
、
年
八
十
の
二

月
十
五
日
に
至
っ
て
方
便
も
て
浬
藥
に
入
り
た
も
う
。

正
法
は
甲
戌
の
年
よ
り
癸
巳
の
年
に
至
り
、
五
百
歳
を
足

満
し
て
止
住
し
、
像
法
は
甲
午
の
年
よ
り
癸
酉
の
年
に
至
り
、

一
千
歳
を
足
満
し
て
止
住
し
、
末
法
は
甲
戌
の
年
よ
り
癸
丑

の
年
に
至
り
、
一
万
歳
を
足
満
し
て
止
住
す
。

末
法
に
入
り
九
千
八
百
年
を
過
ぐ
る
の
後
、
月
光
菩
薩
、

真
丹
国
に
出
で
説
法
し
て
大
い
に
衆
生
を
度
す
。
五
十
二
年

を
満
ち
て
混
藥
に
入
り
て
後
、
首
梼
厳
経
、
般
舟
三
昧
〔
経
〕

先
ず
減
し
て
現
ぜ
ず
。
余
経
次
第
に
減
し
、
無
量
寿
経
、
後
に

在
っ
て
百
年
住
す
る
こ
と
を
得
て
大
い
に
衆
生
を
度
し
、
然

る
後
に
減
し
去
り
て
大
悪
世
に
至
る
。
言
急
ｌ
認
９
１
。
）

私
は
こ
れ
を
一
応
左
記
の
よ
う
に
四
つ
の
内
容
に
分
け
て
考
え

た
い
。
す
な
わ
ち
、

㈹
釈
尊
の
生
誕
・
入
滅
等
の
年
時
に
関
す
る
教
説

⑨
正
法
五
百
年
・
像
法
千
年
・
末
法
一
万
年
の
教
説

③
末
法
時
代
の
末
期
に
お
い
て
月
光
菩
薩
が
中
国
に
出
世
す
る

と
い
う
教
説

④
末
法
時
代
の
末
期
に
お
い
て
経
典
が
次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
く

と
い
う
教
説

以
下
、
先
学
の
研
究
成
果
に
拠
り
な
が
ら
、
①
ｌ
④
を
順
次
と
り

あ
げ
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
典
拠
な
り
、
あ
る
い
は
拠
り
所
と
な

り
え
た
教
説
な
り
を
検
討
し
、
『
立
誓
願
文
』
が
著
わ
さ
れ
た
時
点

（
五
六
○
年
頃
）
に
お
い
て
、
側
Ｉ
側
の
諸
説
が
説
述
さ
れ
る
可

能
性
に
つ
き
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
よ
う
な
確
か
め
が
、
『
立

誓
願
文
』
の
末
法
説
を
記
す
部
分
が
慧
思
の
真
撰
で
あ
る
か
否
か

を
判
断
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

①
釈
尊
の
生
誕
・
入
滅
等
の
年
時
に
関
す
る
教
説

『
立
誓
願
文
』
の
「
釈
迦
牟
尼
仏
悲
門
三
昧
観
衆
品
本
起
経
中

説
、
仏
従
癸
丑
年
七
月
七
日
入
胎
、
至
甲
寅
年
四
月
八
日
生
、
云

云
」
と
い
う
記
述
は
、
釈
尊
の
本
起
（
本
生
）
を
取
扱
う
本
起
経

に
説
か
れ
る
釈
尊
の
入
胎
、
誕
生
、
出
家
、
成
道
、
入
滅
な
ど
の
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時
期
に
、
中
国
の
年
時
を
配
当
し
た
も
の
で
あ
る
。

晴
の
費
長
房
の
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
一
角
．
お
ｌ
鵠
四
）
に
は
、

彼
の
時
代
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
た
釈
尊
の
生
誕
年
時
に
関
す
る
六

種
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
六
異
説
の
う
ち
最
も
支

持
さ
れ
た
の
が
、
そ
の
第
三
に
挙
げ
ら
れ
る
法
上
（
四
九
五
’
五

八
○
）
の
「
釈
尊
の
生
誕
Ｉ
周
昭
王
暇
二
十
四
年
甲
寅
年
」
と
い

う
説
で
あ
っ
た
。
法
上
は
高
句
麗
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
釈
尊
の
生

誕
年
時
等
に
関
す
る
質
問
に
答
え
て
、

仏
、
姫
周
昭
王
二
十
四
年
甲
寅
の
歳
を
以
て
生
れ
、
十
九
に

し
て
出
家
し
、
三
十
に
し
て
成
道
、
（
中
略
）
四
十
九
年
世

に
在
し
て
滅
度
已
来
、
今
の
斉
代
武
平
七
年
丙
申
（
１
五
七
六

年
）
に
至
る
に
凡
そ
一
千
四
百
六
十
五
年
を
経
た
り
。
（
「
続
高

僧
伝
』
巻
八
日
．
９
１
虎
留
）

と
述
詞
へ
て
い
る
。
ま
た
是
よ
り
先
に
、
北
魏
の
洛
陽
仏
教
界
の
指

導
者
で
あ
っ
た
曇
無
最
は
、
正
光
三
年
（
五
二
○
）
に
禁
中
で
行
わ

れ
た
仏
・
道
二
教
の
論
争
に
お
い
て
、
道
教
側
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
、
「
仏
、
周
昭
王
二
十
四
年
四
月
八
日
に
当
っ
て
生
れ
、
穆

王
五
十
二
年
二
月
十
五
日
に
減
度
し
た
も
う
」
（
「
続
高
僧
伝
」
巻

二
十
三
局
９
１
９
庁
）
と
答
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
『
立
誓
願
文
』

と
ほ
ぼ
同
時
期
の
北
斉
天
保
五
年
（
五
五
四
）
に
撰
述
さ
れ
た
『
魏

書
』
巻
二
四
の
「
釈
老
志
」
に
お
い
て
も
、
釈
尊
の
生
誕
年
時

に
つ
い
て
、
「
釈
迦
の
生
時
は
、
周
荘
王
九
年
・
春
秋
魯
荘
公
七

年
の
夏
四
月
に
当
る
、
（
中
略
）
魏
の
武
定
八
年
（
’
五
五
○
）
に
至

っ
て
凡
そ
一
千
二
百
三
十
七
年
な
り
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
慧
思
の
当
時
に
は
、

釈
尊
の
生
涯
に
お
け
る
生
誕
乃
至
入
滅
の
時
期
に
中
国
の
年
時
を

児
当
し
、
釈
尊
入
滅
以
来
の
年
数
を
数
え
る
こ
と
が
一
般
に
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
諸
経
典
に
説
か
れ
て
い
た
像
季
・
法
滅
の

教
説
が
、
当
時
の
仏
教
者
た
ち
の
間
で
広
く
関
心
を
持
た
れ
て
い

た
証
左
で
も
あ
る
。
い
ま
、
『
立
誓
願
文
』
に
引
用
さ
れ
る
本
起

経
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
如
上
の

時
代
背
景
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
慧
思
が
何
ら
か
の
教
説
に
基
づ

い
て
釈
尊
の
生
誕
・
入
滅
年
時
に
関
す
る
自
説
を
主
張
す
る
の
は
、

充
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

⑨
正
法
五
百
年
・
像
法
千
年
・
末
法
一
万
年
の
教
説

こ
こ
で
は
、
正
法
五
百
年
・
像
法
千
年
説
と
末
法
一
万
年
説
と

に
分
け
、
以
下
、
ま
ず
正
五
像
千
説
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
嘉
祥

大
師
吉
蔵
（
五
四
九
’
六
二
三
）
は
『
法
華
玄
論
』
巻
十
弓
．
霞

１
億
艀
ｌ
當
言
）
に
お
い
て
、
正
法
と
像
法
の
内
容
上
の
区
別
に
関

す
る
七
種
の
説
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
当
時
、
正
像
二
法
の
内
容

規
定
が
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
年
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時
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
も
経
典
の
記
述
は
必
ず
し
も
一
致
し

て
お
ら
ず
、
正
五
像
千
、
正
千
像
五
、
正
像
各
五
、
正
像
各
千
年

な
ど
の
諸
説
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
正
像
二
法
に
関
し

て
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
又
年
時
に
つ
い
て
も
種
々
な
規
定
が

あ
り
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
見
解
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
で
は
、
『
立
誓
願
文
』
に
述
奇
へ
ら
れ
る
正
五
像
千
説
は
如
何
な
る

経
典
の
説
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

唐
の
道
世
は
『
法
苑
珠
林
』
巻
九
十
九
の
「
法
滅
篇
」
宵
．
閉
ｌ

ご
呂
騨
ｌ
）
に
お
い
て
、
彼
の
時
代
ま
で
に
中
国
で
訳
出
さ
れ
た
法

滅
関
係
の
主
要
な
経
典
を
二
十
種
ほ
ど
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
中
国
に
お
け
る
法
滅
思
想
の
流
行
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
の
が
、
劉
宋
（
四
二
○
’
七
九
）
失
訳
・
法
滅
尽
経
、
燕
斉

（
四
七
九
’
五
○
二
）
の
曇
景
訳
・
摩
訶
摩
耶
経
、
同
じ
く
僧
伽

政
陀
羅
訳
・
善
見
律
毘
婆
沙
、
及
び
北
斉
（
五
五
○
’
七
七
）
の

那
連
提
耶
舎
訳
・
大
集
月
蔵
経
な
ど
の
経
典
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

中
国
に
お
い
て
正
五
像
千
説
の
主
な
典
拠
と
見
な
さ
れ
た
の
が

摩
訶
摩
耶
経
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
既
に
請
斉
の
時
代
に
訳
出
さ

れ
た
此
の
経
典
に
も
と
づ
い
て
唱
え
ら
れ
流
行
し
た
正
五
像
千
説

が
、
『
立
誓
願
文
』
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

づ
（
四
○

次
に
、
末
法
一
万
年
の
教
説
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
慧
思
の

少
し
後
輩
に
あ
た
る
浄
影
寺
慧
遠
（
五
二
三
’
五
九
二
）
は
、
無

量
寿
経
の
「
当
来
世
経
道
滅
尽
」
と
い
う
経
文
を
釈
し
て
、
「
釈
迦

の
正
法
に
五
百
年
あ
り
、
像
法
は
千
歳
、
末
法
は
万
歳
な
り
。
一

切
皆
な
過
ぐ
る
を
名
づ
け
て
滅
尽
と
為
す
」
（
『
無
量
寿
経
義
疏
』
下

巻
、
筍
．
雪
Ｉ
巨
曾
）
と
述
令
へ
て
お
り
、
そ
の
他
に
『
歴
代
三
宝
紀
』
（
五

九
七
）
を
著
わ
し
た
費
長
房
や
、
あ
る
い
は
吉
蔵
な
ど
も
末
法
一

⑧

万
年
説
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
、
晴
代
初
期
に
中
国
で
製
作
さ

れ
た
と
見
ら
れ
る
疑
経
・
占
察
善
悪
業
報
経
（
目
．
弓
１
９
斤
Ｉ
ぎ
ぽ
）

に
お
い
て
も
、
正
法
像
法
の
二
時
に
次
ぐ
第
三
の
時
期
と
し
て
の

所
謂
末
法
時
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
立
誓
願
文
』
が
成
立
（
五
六
○
頃
）
し
て
よ
り

後
、
既
に
晴
代
に
は
正
像
末
三
時
説
、
及
び
末
法
一
万
年
説
が
定

着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
何
時
ご
ろ
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
ま
ず
正
像
末
三
時
説
（
末

法
一
万
年
説
）
の
成
立
、
及
び
『
立
誓
願
文
』
に
記
さ
れ
る
末
法

説
の
真
偽
に
関
す
る
諸
先
学
の
見
解
を
紹
介
し
、
次
に
そ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
の
私
の
了
解
を
述
、
へ
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
末
法
説
成
立
の
問
題
に
関
す
る
主
要
な
見
解
を
紹
介
す

る
。
矢
吹
慶
輝
氏
に
よ
れ
ば
、
末
法
説
は
中
国
で
成
立
し
た
と
さ

れ
る
。
彼
は
『
三
階
教
之
成
立
』
（
昭
和
二
）
の
第
二
部
．
一
・
三

「
正
像
末
三
時
観
」
に
お
い
て
、
「
正
像
末
に
年
時
を
配
し
て
連
文
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と
せ
る
経
文
は
極
め
て
稀
な
り
と
す
。
略
頌
を
始
め
古
今
の
章
疏

に
〃
末
法
万
年
無
一
異
説
一
〃
と
伝
ふ
る
は
正
像
連
説
の
経
の
正
文

と
称
せ
ん
よ
り
は
寧
ろ
六
朝
末
以
来
の
義
推
に
よ
れ
る
慣
用
の

み
」
（
同
著
二
二
○
頁
）
と
述
尋
へ
、
ま
た
正
像
末
三
時
説
成
立
の
経

緯
に
つ
い
て
、
「
六
朝
の
初
期
は
専
ら
羅
什
所
伝
に
よ
り
て
像
季

の
仏
法
を
見
、
そ
の
末
期
に
及
ん
で
大
集
経
、
摩
訶
摩
耶
経
、
善

見
律
毘
婆
沙
等
に
よ
り
、
漸
く
像
法
以
後
の
仏
法
に
留
意
す
る
に

至
り
（
吉
蔵
信
行
等
の
引
用
を
見
よ
）
、
唐
に
及
ん
で
正
像
末
説
は
殆

ん
ど
定
説
と
な
り
し
」
（
同
一
三
二
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

石
田
充
之
氏
は
、
「
末
法
思
想
」
（
『
講
座
・
仏
教
思
想
」
第
一
巻
所
収
、

昭
和
四
九
、
三
一
九
頁
）
に
お
い
て
、
「
正
法
や
像
法
の
問
題
は
す
で

に
イ
ン
ド
仏
教
の
展
開
の
中
に
み
ら
れ
て
く
る
が
、
い
わ
ゆ
る
末

法
思
想
の
展
開
は
、
仏
滅
年
時
へ
の
回
顧
、
五
濁
・
法
滅
の
思
想

の
深
ま
り
な
ど
の
中
に
、
中
国
や
日
本
の
仏
教
の
動
き
の
中
に
具

体
的
に
現
実
的
に
示
さ
れ
て
く
る
」
と
述
べ
、
正
像
末
三
時
を
内

容
と
す
る
末
法
思
想
は
、
中
国
に
於
い
て
始
め
て
具
体
化
さ
れ
た

と
見
て
い
る
。
一
方
、
山
田
龍
城
氏
は
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』

（
昭
和
三
四
）
第
八
章
二
「
正
像
末
と
大
集
経
」
に
お
い
て
、
末

法
説
の
興
起
に
関
し
て
特
に
大
集
経
（
日
蔵
分
・
月
蔵
分
）
に
注

目
し
て
い
る
。
山
田
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
に
侵
入
し
た
エ
フ
タ

ル
民
族
の
暴
君
ミ
ヒ
ラ
グ
ラ
（
冨
冒
国
唱
冒
、
五
○
二
’
五
四
三
）
に

よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
た
エ
フ
タ
ル
動
乱
が
末
法
説
興
起
の
有
力
な

原
因
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
六
世
紀
前
半
の
そ
の
よ
う
な
乱
世
の
現

実
が
、
大
集
経
に
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
山
田

氏
は
大
集
経
及
び
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
法
滅
関
係
経
典
の
内
容

を
分
析
し
た
結
果
、
「
大
集
経
が
、
法
滅
関
係
の
経
典
の
す
べ
て

を
吸
収
し
、
そ
の
う
ち
に
時
代
の
世
相
を
と
り
入
れ
、
か
く
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
正
像
末
の
思
想
を
集
大
成
し
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
し
、
ま
た
「
末
法
思
想
は
北
周
破
仏
な
ど
シ
ナ

で
興
っ
た
事
件
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
大
集
経
な
ど
聖

典
が
シ
ナ
に
紹
介
さ
れ
た
結
果
、
シ
ナ
に
正
像
末
三
時
思
想
が
流

行
し
」
（
同
著
五
八
二
頁
）
た
の
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
山

田
氏
は
、
正
像
末
三
時
説
は
イ
ン
ド
に
お
い
て
六
世
紀
前
半
に
成

立
し
た
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
次
に
、
川
勝
義
雄
氏
は
山
田

説
に
拠
り
つ
つ
、
ヨ
フ
タ
ル
の
仏
教
破
壊
に
よ
っ
て
西
北
イ
ン

ド
で
成
立
し
た
末
法
思
想
」
と
い
う
新
思
想
が
、
や
が
て
中
国
に

お
い
て
中
国
仏
教
者
た
ち
に
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

「
少
な
く
と
も
慧
思
を
含
む
一
部
の
遊
行
僧
の
あ
い
だ
に
、
末
法

思
想
に
即
座
に
共
鳴
し
、
こ
れ
を
吸
収
し
う
る
素
地
が
、
す
で
に

用
意
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
「
中
国
的
新
仏
教
形
成

へ
の
手
不
ル
ギ
ー
ｌ
南
岳
慧
思
の
場
合
ｌ
」
〔
福
永
光
司
編
「
中
国
中

世
の
宗
教
と
文
化
』
五
二
五
頁
、
昭
和
五
七
〕
）
と
説
明
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
山
田
氏
や
川
勝
氏
は
末
法
説
は
六
世
紀
前
半
の

イ
ン
ド
で
成
立
し
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

矢
吹
氏
や
石
田
氏
は
、
中
国
に
お
い
て
法
滅
思
想
が
進
展
し
て
い

く
過
程
で
末
法
説
は
成
立
し
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
見
て
い
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
、
末
法
説
（
正
像
末
三
時
説
）
成
立
の
経
緯
に
つ

い
て
は
明
確
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
『
立
誓
願
文
』
に
記
さ
れ
る
末
法
説
の
真
偽
問
題
に
関
す

る
幾
つ
か
の
見
解
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
結
城
令
聞
氏
は

「
支
那
仏
教
に
於
け
る
末
法
思
想
の
興
起
」
（
「
東
方
学
報
』
東
京
第

六
冊
所
収
、
昭
和
十
一
、
二
○
五
頁
！
）
に
お
い
て
、
『
立
誓
願
文
』
に

述
べ
ら
れ
る
末
法
説
を
慧
思
の
も
の
と
見
な
し
、
慧
思
を
中
国
で

末
法
説
を
明
確
に
表
明
し
た
最
初
期
の
仏
教
者
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
次
に
、
恵
谷
隆
戒
氏
は
「
南
岳
慧
思
の
立
誓
願
文
は
偽
作
か
」

（
昭
和
三
二
）
に
お
い
て
、
中
国
で
末
法
思
想
の
流
行
に
最
も
大

き
な
役
割
を
果
し
た
大
集
月
蔵
経
が
訳
出
さ
れ
た
の
が
五
六
六
年

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
八
年
も
前
の
五
五
八
年
に
著
わ
さ
れ
た

『
立
誓
願
文
』
に
末
法
説
が
語
ら
れ
る
の
は
如
何
に
も
不
自
然
で

あ
る
と
述
雫
へ
、
そ
の
よ
う
な
年
代
的
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
立
薑
願
文
』
所
載
の
末
法
説
を
慧
思
の
真
撰
と
見
な
す
こ

と
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
、
山
田
龍
城
氏
は
末
法
思
想
と

大
集
経
と
の
関
係
を
論
ず
る
中
で
、
『
立
誓
願
文
』
の
末
法
説
に
っ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
山
田
氏
は
前
述
し
た
よ
う
な
年
代
的
矛

盾
に
注
目
し
て
、
「
南
岳
が
正
像
末
を
語
っ
た
依
り
所
に
つ
い
て

疑
問
が
な
い
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
大
集
経
の
訳
者
な
る

那
連
提
耶
舎
は
願
文
が
述
べ
ら
れ
た
二
年
前
（
五
五
六
）
に
北
斉

の
郭
に
到
着
し
て
お
り
、
南
岳
は
以
前
よ
り
罫
と
関
係
を
有
し
、

耶
舎
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
新
輸
入
の

大
集
経
に
対
す
る
魅
力
は
、
耶
舎
が
郷
に
お
い
て
訳
業
を
完
成
す

る
以
前
、
す
で
に
南
岳
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
と
見
る
の

は
、
寧
ろ
当
然
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
」
（
前
掲
害
五
八
二
頁
）
と
論

じ
て
件
の
年
代
的
矛
盾
を
解
決
し
、
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
末
法

説
を
慧
思
自
身
の
も
の
と
認
め
う
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
林
泰
善
氏
今
南
岳
慧
思
立
誓
願
文
の
形
成
に
関
す
る
問
題
」
、
昭
和

五
○
）
や
、
川
勝
義
雄
氏
は
、
ほ
ぼ
山
田
説
を
受
け
つ
ぎ
、
そ
の

よ
う
な
年
代
上
の
不
都
合
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
立
誓

願
文
』
の
末
法
説
を
説
く
部
分
を
慧
思
の
真
撰
と
し
て
扱
っ
て
い

↓
〈
》
○

こ
れ
ら
の
見
解
は
あ
く
ま
で
も
、
中
国
に
お
い
て
末
法
思
想
は

大
集
経
（
那
連
提
耶
舎
訳
）
を
も
っ
て
始
ま
る
と
い
う
前
提
に
立

ち
つ
つ
、
大
集
経
の
訳
出
年
時
、
あ
る
い
は
こ
の
経
典
に
述
令
へ
ら

れ
る
法
滅
関
係
の
教
説
が
中
国
仏
教
者
へ
伝
達
さ
れ
た
時
期
な
ど

と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
末
法
説
の
真
偽
を

44



論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
慧
思
が
北
斉
の
罫
と
関
係
を
持

ち
、
那
連
提
耶
舎
と
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
と
す
る
山
田
龍
城
氏

の
所
説
は
根
拠
が
明
ら
か
で
な
く
、
に
わ
か
に
採
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
今
日
、
山
田
説
が
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
か
、
『
立
誓
願
文
』
の
末
法
説
を
慧
思
の
真
撰
と
し
て

取
扱
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
以
下
、
末
法
説
（
正
像
末
三
時
説
）
の
成
立
に
関
す
る

問
題
、
及
び
慧
思
を
お
け
る
末
法
説
受
容
の
問
題
に
つ
い
て
私
の

見
解
に
述
べ
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
「
末
法
」
と
い
う
語
句
は
既
に
五
世
紀
初
頭
に
漢
訳

さ
れ
た
経
典
や
論
典
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
語

ら
れ
る
「
末
法
」
と
い
う
語
句
は
、
正
像
二
時
に
次
ぐ
第
三
時
と

し
て
の
所
謂
末
法
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
正
法
の
滅
尽
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
あ
る
い
は
単
に
悪
世
や
末
世
の
同
義
語
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
、
鳩
摩
羅
什
訳
・
妙
法
蓮

華
経
（
四
○
六
年
訳
）
を
例
に
取
る
と
、
そ
の
安
楽
行
品
に
は
「
如

０
○

来
の
滅
後
、
末
法
の
中
に
於
て
是
の
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ば
応
に

安
楽
行
に
住
す
べ
し
」
育
む
ｌ
雪
Ｃ
ｌ
認
“
）
と
記
さ
れ
る
が
、
丸
山

孝
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
末
法
」
と
は
、
梵
語
原
典
や

チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
訳
に
拠
れ
ば
、
「
正
法
滅
尽
時
」
の
こ
と
で
あ
り
＄
い

０
Ｏ

わ
ゆ
る
像
法
に
あ
た
る
。
ま
た
、
分
別
功
徳
品
の
「
悪
世
末
法
の

た
も

』
」

時
、
能
く
是
の
経
を
持
た
ん
者
は
、
則
ち
為
れ
已
に
上
の
如
く
諸

の
供
養
を
具
足
す
る
な
り
」
と
い
う
経
文
中
の
「
末
法
」
と
い
う

語
も
、
三
時
の
一
と
し
て
の
所
謂
末
法
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と

⑨

さ
れ
る
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
五
六
六
年
に
北
斉
の

郷
都
で
訳
出
さ
れ
た
大
集
経
（
日
蔵
分
・
月
蔵
分
）
は
、
中
国
に

お
け
る
末
法
思
想
の
流
行
に
最
も
大
き
な
役
割
を
果
し
た
経
典
で

あ
っ
た
。
そ
の
日
蔵
分
の
悪
業
集
品
や
護
持
品
、
あ
る
い
は
月
蔵

分
の
法
滅
尽
品
な
ど
に
は
、
五
渦
悪
世
時
の
世
相
が
細
か
く
描
写

さ
れ
て
お
り
、
読
者
に
悪
世
末
世
の
印
象
を
強
く
刻
み
つ
け
る
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
月
蔵
分
の
分
布
閻
浮
提
品
に
説
か
れ
る
五

箇
五
百
年
説
は
、
後
に
正
像
末
三
時
説
と
の
関
連
に
お
い
て
解
釈

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
末
法
仏
教
を
標
傍
す
る
三
階
教
の
信
行
や

浄
土
教
の
道
緯
に
大
き
な
拠
り
所
を
与
え
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
。
○

で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
護
持
品
に
は
「
何
者
を
か
名
づ
け
て
末
法

の
世
の
時
と
為
す
。
謂
く
読
諦
人
無
く
、
波
羅
提
木
叉
に
依
ら
ず

Ｏ
Ｏ

し
て
道
中
に
行
ず
（
中
略
）
是
れ
を
名
づ
け
て
末
法
の
世
の
時
と

為
す
」
（
目
届
ｌ
蹟
目
）
と
あ
り
、
「
末
法
」
と
い
う
語
句
が
見
え

る
が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
正
像
二
時
に
次
ぐ
第
三
時
と
し
て
の

末
法
を
意
味
し
な
い
。
大
集
経
に
お
い
て
正
法
五
百
。
像
法
千
年

説
は
見
出
せ
る
が
、
し
か
し
、
末
法
の
年
時
規
定
が
行
わ
れ
る
の

で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
正
像
末
の
三
時
が
連
説
さ
れ
る
こ
と
も
な
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い
の
で
あ
り
、
第
三
時
と
し
て
の
末
法
が
語
ら
れ
て
い
た
か
ど
う

か
は
定
か
で
は
な
い
。
こ
の
経
典
に
記
さ
れ
る
「
末
法
」
と
い
う

語
句
や
法
滅
関
係
の
教
説
を
ど
の
よ
う
に
了
解
す
る
か
は
、
む
し

ろ
中
国
仏
教
者
の
主
体
的
な
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

山
田
龍
城
氏
が
述
静
へ
る
よ
う
に
、
大
集
経
は
そ
れ
以
前
の
法
滅

関
係
の
経
典
に
説
か
れ
て
い
た
法
滅
思
想
の
諸
要
素
を
す
べ
て
取

り
入
れ
、
そ
れ
ま
で
に
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
て
い
た
法
滅
思
想
を
集

大
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
集
経
が
い

わ
ゆ
る
末
法
を
説
き
、
「
正
像
末
三
時
思
想
を
集
大
成
し
、
こ
れ

を
確
立
し
た
」
（
山
田
・
前
掲
書
五
九
○
頁
）
経
典
で
あ
る
と
断
言
で

き
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
山
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
（
同
書
、
五
六
八
頁
）
、
初
め
て
正
像
末
三
時
が
連
説
さ
れ
る
経

典
は
大
乗
同
性
経
（
北
周
・
閻
那
耶
舎
訳
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
ほ

と
ん
ど
唯
一
の
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
経
典
は
大
集
経
（
日

蔵
分
・
月
蔵
分
）
訳
出
の
四
年
後
の
五
七
○
年
に
漢
訳
さ
れ
た
も

０
Ｏ

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
二
切
正
法
、
一
切
像
法
、
一
切
末
法
」

角
．
届
ｌ
誘
斤
）
と
い
う
句
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
訳

さ
れ
る
「
末
法
」
と
い
う
語
は
、
宋
元
明
三
本
等
に
お
い
て
は
「
滅

法
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
経
典
に
お
い
て
本
来
、
末
法
が
説
か

れ
正
像
末
三
時
が
連
説
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

次
に
、
末
法
一
万
年
説
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
晴
の
吉
蔵
の

『
弥
勒
経
遊
意
』
に
は
、
「
正
法
は
五
百
歳
、
像
法
は
千
歳
。
千
五

Ｏ
○

○

百
歳
を
過
ぎ
て
則
ち
釈
迦
の
法
は
滅
尽
す
。
別
経
に
云
わ
く
、
末

０
０
０
Ｏ

法
一
万
年
な
り
と
」
（
員
路
ｌ
鵲
目
）
と
あ
り
、
ま
た
、
唐
の
懐
感

は
「
浄
土
群
疑
論
』
巻
三
に
お
い
て
、
無
量
寿
経
の
「
於
未
来
世
、

経
道
滅
尽
、
我
以
慈
悲
哀
感
、
特
留
此
経
止
住
百
年
」
の
経
文
を

○
０
０

０

釈
す
る
中
で
、
「
大
悲
経
に
依
ら
ぱ
、
正
法
千
年
・
像
法
千
年
・
末

○
０
０

法
万
年
。
万
年
の
後
に
経
道
滅
尽
す
。
特
に
此
の
経
を
留
め
て
更

に
百
年
を
住
せ
し
む
」
角
．
ｓ
ｌ
茂
。
）
と
述
隷
へ
て
い
る
。
し
か
し
、

吉
蔵
が
末
法
一
万
年
説
の
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
別
経
」
が

具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
、
現
行
の
大
悲

経
に
は
懐
感
が
述
琴
へ
る
経
文
は
見
出
せ
な
い
。
大
悲
経
の
取
意
に

よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
懐
感
が
見
た
大
悲
経
に
如
上
の
経
文
が

在
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
吉
蔵
は

『
中
観
論
疏
』
巻
一
に
お
い
て
法
住
に
関
す
る
六
異
説
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
そ
の
第
六
説
と
し
て
、
正
法
千
年
・
像
法
千
年
・
末

法
一
万
年
の
教
説
に
言
及
し
、
「
外
国
の
祇
疸
結
舎
の
銘
に
出
在

○
○
○
Ｏ

し
、
古
浬
藥
経
の
後
に
之
を
載
す
。
云
く
、
仏
の
正
法
は
千
年
、

像
法
は
千
年
、
末
法
は
万
年
な
り
。
」
（
、
園
烏
Ｉ
屍
ご
と
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
正
千
像
千
末
万
説
が
イ
ン
ド
の
祗
疸
精
舎
の
碑

に
刻
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
「
古
浬
梁
経
」
の
後
記
に
記
載
さ
れ
て

46



お
り
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
で
は
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
教
説
で
あ
る

と
い
う
。
こ
の
第
六
説
は
、
正
像
末
三
時
説
（
末
法
一
万
年
説
）

が
あ
く
ま
で
も
イ
ン
ド
伝
来
の
正
説
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、
「
祇
疸
精
舎
の
銘
」
に
つ
い
て
は
確
か
め
よ
う
も
な

く
、
ま
た
「
古
浬
藥
経
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
定
か
で
は

な
い
。
日
本
の
安
澄
（
一
四
二
三
’
七
四
）
は
、
そ
れ
が
北
涼
の

智
猛
が
翻
訳
し
た
二
十
巻
の
般
浬
藥
経
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
説

⑩

を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。
あ
る
い
は
又
、

梁
の
昭
明
太
子
撰
『
文
選
』
巻
五
九
に
収
め
ら
れ
る
「
王
簡
栖
頭

陀
寺
碑
文
」
に
は
、
「
正
法
既
に
没
し
、
象
教
陵
夷
せ
り
」
と
い
う

句
が
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
唐
の
李
善
（
’
六
八
○
）

は
「
曇
無
羅
識
曰
く
、
釈
迦
の
正
法
世
に
住
す
る
こ
と
五
百
年
、

○
○
０
０

像
法
は
一
千
年
、
末
法
は
万
年
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。
曇
無
羅

識
、
す
な
わ
ち
曇
無
識
（
三
八
五
’
四
三
三
）
は
五
世
紀
の
初
期

に
北
本
浬
藥
経
四
十
巻
を
訳
出
し
た
中
イ
ン
ド
出
身
の
三
蔵
で
あ

る
。
曇
無
識
が
末
法
一
万
年
説
を
唱
え
た
と
す
る
興
味
深
い
李
善

の
証
言
は
何
ら
か
の
伝
承
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
今
に

わ
か
に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
六
世
紀
ま
で
に
イ
ン
ド
で
成
立
し
た
経
典
に

お
い
て
、
末
法
説
（
正
像
末
三
時
説
）
あ
る
い
は
末
法
一
万
年
説

に
関
す
る
明
白
な
正
文
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
中

国
の
仏
教
者
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
教
説
が
イ
ン
ド
伝
来
の
も
の
で

あ
り
、
あ
る
い
は
仏
説
で
あ
る
こ
と
を
示
す
よ
う
努
め
た
が
、
彼

ら
も
そ
の
教
説
を
唱
え
る
に
あ
た
っ
て
必
ず
し
も
明
確
な
典
拠
は

提
示
し
て
い
な
い
。
正
像
末
三
時
説
や
末
法
一
万
年
説
は
イ
ン
ド

で
成
立
し
た
教
説
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
で
法
滅
思
想
が
進
展

し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
興
起
し
、
組
織
さ
れ
、
定
着
し
て
い
っ

た
も
の
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で

私
は
、
先
に
紹
介
し
た
矢
吹
慶
輝
氏
や
石
田
充
之
氏
の
見
解
に
賛

同
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
三
時
説
や
末
法
一
万
年

説
は
中
国
に
お
い
て
何
時
頃
に
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
に
お
け
る
末
法
説
成
立
の
経
緯
、
及

び
慧
思
に
お
け
る
末
法
説
受
容
の
問
題
な
ど
に
関
し
て
、
私
は
次

の
よ
う
に
考
え
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
五
世
紀
初
頭
に
は
鳩

摩
羅
什
訳
の
経
典
な
ど
に
見
ら
れ
る
法
滅
思
想
の
記
述
を
通
し
て
、

専
ら
正
像
二
法
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
引
き
続
き
訳

出
さ
れ
て
い
っ
た
法
滅
関
係
の
経
典
や
中
国
で
成
立
し
た
疑
経
、

及
び
当
時
の
仏
教
界
の
様
相
に
対
す
る
中
国
仏
教
者
自
身
の
深
刻

な
反
省
な
ど
を
通
し
て
、
六
世
紀
前
半
頃
ま
で
に
は
、
像
法
末
期

あ
る
い
は
像
末
以
降
の
仏
法
の
在
り
方
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
正
法
・
像
法
に
次
ぐ
第
三
の
時
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期
が
「
末
法
」
と
い
う
語
で
押
え
ら
れ
、
ま
た
、
正
五
像
千
や
正

千
像
千
の
説
に
合
わ
せ
て
、
末
法
一
万
年
と
い
う
年
時
規
定
が
為

さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
末
法
説
の
成
立
に
関
し
て
大
き
な

役
割
を
果
し
た
の
が
、
法
滅
の
深
刻
な
危
機
感
を
背
景
に
浬
藥
経

所
説
の
大
胆
な
大
乗
律
の
実
践
を
唱
え
た
中
国
北
地
の
浬
藥
学
系

統
の
仏
教
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
っ
て
こ
そ
末
法
説
は
注

目
さ
れ
強
く
支
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
慧
思
は
そ
の
よ
う
な
北

魏
浬
薬
学
の
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
末
法
説
を
よ
り

明
確
に
認
識
し
、
そ
れ
を
『
立
誓
願
文
』
で
表
明
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。
‐
以
下
、
そ
の
よ
う
な
見
解
を
今
少
し
く
詳
細
に

述
べ
て
み
た
い
。

釈
尊
入
滅
後
、
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
次
第
に
仏
法
が
行
わ
れ

が
た
く
な
り
、
や
が
て
仏
法
滅
尽
に
至
る
と
い
う
法
滅
思
想
は
、

仏
教
に
お
い
て
古
く
か
ら
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
国
に
お

い
て
も
、
五
世
紀
前
半
に
鳩
摩
羅
什
が
訳
出
し
た
法
華
経
、
智
度

論
、
中
論
、
成
実
論
な
ど
を
通
し
て
、
既
に
羅
什
門
下
の
仏
教
者

⑪

た
ち
の
間
で
正
像
義
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
や
が
て

五
世
紀
か
ら
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
像
法
時
代
末
期
の
様
相
が

言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
今
を
像
末
と
見
る
時
代
意
識
も
育

て
ら
れ
、
更
に
像
末
以
降
の
仏
法
の
在
り
方
が
強
く
仏
教
者
た
ち

の
関
心
を
引
く
よ
う
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
涼
州

０
０
○
○

の
道
朗
の
「
大
浬
渠
経
序
」
に
は
、
「
千
歳
像
教
の
末
に
至
っ
て
、

此
の
経
あ
り
と
雌
も
人
情
薄
淡
に
し
て
心
に
敬
信
な
し
。
（
中
略
）

当
に
知
る
、
へ
し
、
遺
法
の
将
に
減
せ
ん
と
す
る
の
相
な
り
」
（
「
出

三
蔵
記
集
』
巻
八
、
目
．
閉
ｌ
ｇ
Ｐ
）
と
語
ら
れ
る
。
道
朗
は
曇
無
識
の

下
で
北
本
浬
盤
経
の
翻
訳
に
参
画
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
梁

の
僧
祐
（
四
四
五
’
五
一
八
）
は
『
弘
明
集
』
序
に
お
い
て
、
「
昔
、
ひ

如
来
の
世
に
在
し
て
化
は
大
千
に
震
う
も
、
猶
お
四
魔
の
念
を
稿

○
Ｏ

き
、
六
師
の
毒
を
懐
く
有
り
。
況
ん
や
像
季
を
や
。
其
れ
勝
ふ
等
へ

け
ん
や
」
（
目
思
Ｉ
厨
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
彼

ら
の
時
代
に
お
い
て
、
現
今
を
像
法
末
期
で
あ
る
と
見
る
時
代
認

識
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
し

た
よ
う
に
、
釈
尊
の
生
誕
年
時
を
周
昭
王
二
四
年
と
し
、
当
今
を

釈
尊
入
滅
後
千
四
百
年
代
で
あ
る
と
す
る
説
を
北
魏
正
光
二
年

（
五
二
○
）
に
唱
え
た
曇
無
最
は
、
お
そ
ら
く
彼
の
時
代
を
像
法
末

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
後
に
北
斉
の
最
も
有
力
な
仏
教
者
の

一
人
で
あ
っ
た
法
上
（
四
九
五
’
五
八
○
）
も
こ
の
説
を
採
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
六
世
紀
前
半
に
中
国
で
製
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

⑫
⑬

れ
る
最
妙
勝
定
経
や
像
法
決
疑
経
な
ど
の
疑
経
に
お
い
て
は
、
釈

尊
入
滅
後
千
年
以
降
の
悪
世
の
様
相
が
、
当
時
の
社
会
や
仏
教
界

の
状
況
を
踏
え
て
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疑
経
は
、

六
世
紀
前
半
を
像
末
の
危
機
的
時
代
と
見
る
時
代
認
識
に
も
と
づ
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き
作
成
さ
れ
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
末
世
あ
る
い
は
悪
世
と
同
様
の
意
味
を
表
わ
す
「
末
法
」

と
い
う
言
葉
も
五
世
紀
末
頃
ま
で
に
は
、
普
通
に
使
用
さ
れ
通
用

す
る
用
語
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
僧
祐
撰
『
弘

明
集
』
巻
十
二
に
収
め
る
「
天
保
寺
の
釈
道
盛
、
斉
の
武
皇
帝
に

啓
し
て
僧
を
検
試
す
る
事
を
論
ず
」
に
は
、
「
但
し
爾
れ
よ
り
已
来
、

人
根
転
た
鈍
に
し
て
、
道
を
去
る
こ
と
懸
か
に
遠
し
（
中
略
）
、
昔

鄭
の
子
産
は
称
し
て
大
賢
と
日
う
も
、
尚
お
失
を
収
む
る
こ
と
能

０
○
○
０
０

わ
ず
し
て
申
徒
嘉
の
為
に
識
ら
る
。
況
ん
や
今
の
末
法
の
比
丘
は

寧
ぞ
能
く
失
を
収
め
ん
や
」
（
目
忠
ｌ
段
段
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
南

斉
武
帝
（
四
八
二
’
四
九
三
在
位
）
へ
の
此
の
上
奏
文
に
よ
れ
ば
、

道
盛
は
当
時
を
「
末
法
」
の
時
代
と
見
て
い
た
の
で
あ
り
、
行
業

不
純
な
当
時
の
比
丘
を
「
末
法
比
丘
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
般
浬
藥
経
は
末
法
説
と
の
関
わ

り
で
大
い
に
注
目
さ
れ
る
経
典
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
四
の
四
相
品

に
お
い
て
は
、
釈
尊
入
滅
後
の
像
法
悪
世
中
の
諸
悪
事
が
描
か
れ

て
い
る
（
目
届
ｌ
ｇ
ｇ
ｌ
ｏ
）
。
そ
れ
を
智
秀
（
ｌ
天
監
〔
五
○
二
’

○
○

五
一
九
〕
初
）
は
「
末
法
の
悪
事
」
と
表
現
し
て
い
る
（
「
大
般
浬

築
経
集
解
」
巻
十
一
、
目
雪
ｌ
怠
砕
）
。
あ
る
い
は
、
同
・
巻
九
の
菩

薩
品
で
は
、
如
来
の
正
法
が
久
し
か
ら
ず
し
て
消
滅
す
る
と
予
言

さ
れ
、
か
つ
正
法
衰
滅
の
様
相
が
語
ら
れ
る
（
員
屋
ｌ
霞
芹
）
が
、

○
○

僧
宗
（
四
三
八
’
九
六
）
は
そ
れ
を
「
末
法
の
三
宝
衰
減
せ
る
時

節
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
（
同
・
巻
二
三
、
目
笥
ｌ
ミ
弓
）
。

、
、

、
、

こ
こ
に
語
ら
れ
る
「
末
法
」
と
い
う
語
は
末
世
あ
る
い
は
悪
世
と

同
義
で
あ
り
、
正
法
・
像
法
に
継
ぐ
第
三
時
と
し
て
の
末
法
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
、
既
に
五
世
紀
初

頭
の
羅
什
所
訳
の
経
典
に
も
記
さ
れ
て
い
た
「
末
法
」
と
い
う
言

葉
が
、
五
世
紀
の
末
頃
ま
で
に
は
普
通
に
使
用
さ
れ
通
用
す
る
用

語
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
証
と
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
の
仏
教
者
た
ち
の
間
で
、
六
世
紀
前
半

ま
で
に
は
現
今
を
像
末
の
悪
世
と
見
る
時
代
意
識
が
成
熟
し
て
き

て
い
た
の
で
あ
り
、
と
同
時
に
、
像
末
以
降
の
仏
法
の
在
り
方
に

つ
い
て
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
、
や
が
て
、
正
像
二
時
に
次
ぐ
第
三
の
時
に
対
し

て
、
当
時
す
で
に
一
般
に
通
用
し
て
い
た
「
末
法
」
と
い
う
語
が

適
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
正
五
像
千
、
あ
る
い
は
正
千
像
千

な
ど
の
説
を
う
け
て
、
末
法
時
代
を
一
万
年
と
す
る
年
時
規
定
も

為
さ
れ
た
、
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
六
世
紀
前
半
の
中
国
北

地
に
あ
っ
て
、
時
代
へ
の
深
刻
な
危
機
意
識
を
＄
ハ
ネ
に
し
て
、
そ

の
よ
う
な
末
法
の
時
代
観
（
正
像
末
三
時
説
）
を
組
織
し
、
当
今

が
末
法
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
声
高
に
主
張
し
始
め
た
の
が
、
ま

さ
に
北
魏
浬
藥
学
の
伝
統
を
継
ぐ
実
践
的
な
仏
教
者
た
ち
で
あ
っ
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た
、
と
考
え
た
い
。
慧
思
も
そ
の
よ
う
な
伝
統
の
流
れ
を
く
む
仏

教
者
た
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
、
北
魏
浬
薬
学
の

伝
統
と
末
法
説
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、
そ
の
伝
統
が

慧
思
の
仏
教
思
想
の
中
に
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
た
か
を
見
て

み
た
い
・

中
イ
ン
ド
出
身
の
曇
無
識
は
、
四
一
二
年
に
北
涼
で
大
般
浬
藥

経
四
十
巻
（
北
本
浬
渠
）
を
訳
出
し
た
が
、
こ
の
経
典
は
後
に
南

地
に
お
い
て
慧
観
ら
に
よ
っ
て
再
治
さ
れ
、
三
十
六
巻
の
南
本
浬

盤
の
成
立
を
見
た
。
こ
の
後
、
浬
盤
経
は
最
も
重
要
な
大
乗
経
典

の
一
つ
と
し
て
、
南
北
両
地
に
お
い
て
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
ま
た

修
道
の
指
針
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

安
藤
俊
雄
氏
は
「
北
魏
浬
薬
学
の
伝
統
と
初
期
の
四
論
師
」

（
横
超
慧
日
編
「
北
魏
仏
教
の
研
究
』
所
収
、
昭
和
四
五
）
に
お
い
て
、

南
北
両
地
に
お
け
る
浬
藥
経
研
究
の
態
度
に
明
確
な
相
違
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
安
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
北
魏
治
下
（
’

五
三
四
）
の
北
地
の
浬
藥
学
の
特
徴
は
、
従
来
の
小
乗
律
の
考
え

方
か
ら
す
れ
ば
破
戒
と
見
な
さ
れ
る
非
法
の
行
為
も
、
大
乗
正
法

の
護
持
の
為
な
ら
ば
非
法
に
あ
ら
ず
と
説
く
浬
藥
経
独
自
の
大
胆

な
大
乗
律
の
思
想
が
特
に
注
目
さ
れ
た
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
浬
梁
経
が
北
地
に
於
て
南
地
の
純
粋
な
理
論
的
研
究
の
立
場
と

は
異
っ
た
別
種
の
状
況
と
別
種
の
要
求
の
も
と
に
受
容
さ
れ
、
仏

性
の
本
有
と
始
有
や
仏
性
の
体
の
如
何
を
論
ず
る
よ
り
も
、
仏
性

普
遍
の
論
理
を
大
乗
律
の
基
礎
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
浬
梁
経
独

特
の
大
乗
律
を
僧
尼
と
政
治
権
力
の
最
高
地
位
に
あ
る
王
者
の
規

範
と
し
て
ど
こ
ま
で
大
胆
に
大
乗
正
法
護
持
の
目
的
の
た
め
に
展

開
で
き
る
か
を
把
え
よ
う
と
し
た
」
の
だ
と
い
う
（
前
掲
書
一
九
○

頁
）
。
こ
の
よ
う
に
北
地
の
浬
藥
経
研
究
者
は
、
こ
の
経
典
を
む
し

ろ
実
践
修
道
の
規
範
を
説
く
大
乗
律
典
と
し
て
尊
重
し
た
の
で
あ

り
、
と
く
に
道
逓
（
’
五
五
九
）
は
此
の
経
典
の
講
説
に
よ
っ
て

名
声
を
得
、
〃
趙
魏
伝
灯
の
美
″
を
調
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
よ

う
な
伝
統
が
、
北
地
一
般
の
浬
梁
学
の
特
色
と
し
て
、
北
魏
孝
文

帝
（
’
四
九
九
）
の
頃
に
は
形
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
と
安
藤
氏

は
推
察
し
て
い
る
。

北
地
の
浬
梁
学
者
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
、
当
今
を
悪
世
末
世

と
見
る
時
代
意
識
と
共
に
、
強
烈
な
護
法
精
神
の
存
在
を
指
摘
で

き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
は
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
明
確
な
時
代
悪
の
認
識
（
末
法
の
時
代
意
識
）
を
踏
ま
え
て

こ
そ
、
強
烈
な
護
法
の
実
践
が
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
既
に
先

学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
北
魏
ｌ
北
斉
（
五
五
○

’
五
七
六
）
代
は
社
会
的
に
も
戦
乱
相
続
ぐ
混
迷
の
時
代
で
あ
り
、

Ｅ

ま
た
仏
教
界
も
深
い
堕
落
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
そ
の
一
端
は

⑮

『
魏
害
』
（
五
五
四
年
）
巻
二
四
の
「
釈
老
志
」
に
収
め
ら
れ
る
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沙
門
統
惠
深
の
奏
上
（
五
○
九
年
）
や
、
任
城
王
澄
の
奏
上
（
五

一
八
年
）
、
あ
る
い
は
撰
者
魏
収
自
身
が
記
し
た
釈
部
の
結
語
等

の
資
料
に
よ
っ
て
十
分
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
地
の
浬

梁
学
者
た
ち
は
、
浬
藥
経
に
説
か
れ
る
正
法
欲
滅
の
悪
世
の
様
相

を
単
な
る
経
説
と
し
て
観
念
的
に
受
け
と
っ
た
の
で
は
な
く
、
彼

ら
が
生
き
て
い
た
如
上
の
現
実
に
重
ね
合
わ
せ
て
、
真
実
な
る
教

え
・
予
言
と
し
て
了
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代

観
に
も
と
づ
く
危
機
意
識
を
も
っ
て
経
中
に
説
か
れ
る
大
乗
律

Ｉ
例
え
ば
、
悪
比
丘
や
悪
衆
生
に
対
し
て
荒
々
し
い
強
硬
手
段

を
用
い
て
折
伏
し
、
改
心
せ
し
め
る
こ
と
は
仏
法
久
住
を
も
た
ら

す
行
為
で
あ
り
、
真
の
奉
戒
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
Ｉ
の
実
践

に
注
目
し
、
護
法
の
重
要
性
を
声
高
に
唱
え
た
の
で
あ
る
。
彼
ら

に
と
っ
て
自
ら
の
時
代
を
ど
う
認
識
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
お

そ
ら
く
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
北
地
の
浬

藥
経
実
践
者
に
お
い
て
こ
そ
、
現
今
を
末
法
の
世
と
見
る
時
代
意

識
が
宣
揚
さ
れ
え
た
は
ず
で
あ
る
。
先
に
、
涼
州
に
お
い
て
北
本

浬
梁
を
訳
出
し
た
曇
無
識
が
正
五
像
千
末
万
説
を
唱
え
て
い
た
と

い
う
説
や
、
あ
る
い
は
、
「
古
浬
梁
経
」
（
こ
れ
を
智
猛
が
涼
州
に

お
い
て
訳
出
し
た
二
十
巻
浬
藥
経
の
こ
と
と
見
る
説
も
あ
る
）
の

後
記
に
も
同
様
に
正
五
像
千
末
万
説
が
記
さ
れ
て
い
た
と
す
る
説

な
ど
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
伝
承
は
末
法
説
や
末
法
一
万
年

説
の
主
張
が
、
北
地
（
涼
州
）
の
浬
藥
学
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
見
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
安
藤
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
前
掲
書
一
九
六
頁

ｌ
）
、
そ
の
よ
う
な
北
地
浬
薬
学
の
伝
統
が
、
慧
思
に
お
い
て
最

も
明
瞭
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
慧
思
は
法
華
経
を
円

頓
の
教
え
を
説
き
明
す
至
上
の
経
典
と
考
え
、
と
く
に
此
の
経
の

安
楽
行
品
に
注
目
し
て
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
四
種
安
楽
行
を
末
世

相
応
の
行
法
と
し
て
選
び
取
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
安
楽
行
品
の
、

仏
、
文
殊
師
利
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
後

の
悪
世
に
於
て
是
の
経
を
説
か
ん
と
欲
せ
ぱ
、
当
に
四
法

（
’
四
種
安
楽
行
）
に
安
住
す
ゞ
へ
し
。
一
に
は
菩
薩
の
行
処

及
び
親
近
処
に
安
住
し
（
中
略
）
、
云
何
な
る
を
か
名
づ
け
て

○
○
○

菩
薩
摩
訶
薩
の
行
処
と
為
す
。
若
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
忍
厚
地

○
Ｏ
に
住
し
、
云
云
角
と
ｌ
笥
餌
）

と
い
う
経
文
中
の
「
忍
辱
地
に
住
す
」
の
一
句
に
特
に
注
目
し
、

こ
の
句
に
関
連
し
て
、
衆
生
忍
・
法
性
忍
・
神
通
忍
と
い
う
三
種

の
忍
辱
の
行
法
（
三
忍
慧
）
を
説
き
、
こ
の
三
忍
慧
を
一
切
法
の

中
に
お
い
て
実
践
す
る
こ
と
が
、
即
ち
四
種
安
楽
行
の
第
一
「
正

慧
離
者
安
楽
行
」
の
内
容
で
あ
る
と
い
う
（
『
法
華
経
安
楽
行
義
」

目
患
ｌ
弓
冒
Ｉ
）
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
慧
思
に
と
っ
て
法
華
経
の
至

上
の
行
法
で
あ
る
法
華
三
昧
（
’
四
安
楽
行
）
の
中
心
的
な
観
念
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で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
三
忍
慧
の
第
一
・
衆
生
忍
を
説
明

す
る
中
で
、
浬
樂
経
・
聖
行
品
の
仙
予
国
王
や
同
．
金
剛
身
品
の

有
徳
国
王
の
故
事
を
引
用
し
つ
つ
、
息
世
識
嫌
戒
に
の
み
執
着
す

る
態
度
を
斥
け
、
強
い
口
調
で
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、諸
の
菩
薩
、
但
だ
衆
生
を
観
て
利
益
す
る
処
あ
ら
ぱ
、
す
な

わ
ち
調
伏
せ
よ
。
大
乗
を
護
り
、
正
法
を
護
ら
ん
が
故
に
、

必
ず
し
も
一
切
に
慈
悲
軟
語
せ
ず
。
（
中
略
）
若
し
菩
薩
あ

っ
て
、
世
俗
忍
を
行
じ
、
悪
人
を
治
せ
ず
し
て
、
其
の
悪
を

長
じ
、
正
法
を
敗
壊
せ
し
め
ば
、
此
の
菩
薩
は
即
ち
是
れ
悪

魔
に
し
て
、
菩
薩
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
（
『
法
華
経
安
楽
行
義
』

日
ゞ
念
ｌ
ご
］
。
）

こ
の
よ
う
に
、
大
乗
と
正
法
を
護
持
す
る
た
め
に
は
、
浬
盤
経
所

説
の
大
乗
律
の
実
践
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
説
き
、
悪
世
に
お
い
て
仏
法
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
悪
人
た
ち

に
対
す
る
積
極
果
敢
な
対
決
の
姿
勢
を
強
調
し
て
い
る
。
我
灸
は

こ
こ
に
、
北
魏
浬
薬
学
の
伝
統
と
、
法
華
行
者
慧
思
と
の
見
事
な

結
び
つ
き
を
見
る
の
で
あ
る
。

法
華
経
・
安
楽
行
品
の
、
菩
薩
の
行
処
と
親
近
処
（
四
種
安
楽

行
）
に
関
す
る
記
述
は
、
い
さ
さ
か
消
極
的
な
訓
誠
を
も
含
む
も

の
で
あ
り
、
事
実
、
南
地
の
第
一
の
法
華
学
者
と
見
な
さ
れ
て
い

た
光
宅
寺
法
雲
（
四
六
七
’
五
二
九
）
は
、
四
種
安
楽
行
を
、
下

品
の
退
堕
な
小
菩
薩
た
ち
に
対
し
て
「
苦
を
逸
れ
、
安
き
を
得
る
」

た
め
に
説
か
れ
た
方
便
の
教
え
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
（
『
法
華

義
記
』
巻
七
、
Ｈ
髄
ｌ
急
ぎ
Ｉ
。
）
。
し
か
る
に
慧
思
は
、
そ
こ
で
述
令
へ

ら
れ
る
忍
辱
行
の
教
説
に
、
浬
藥
経
所
説
の
大
乗
律
の
思
想
を
結

び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
意
義
を
見
出
し
、
彼
独
自
の
積

極
的
な
安
楽
行
義
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

悪
世
相
応
の
行
法
を
組
織
す
る
上
で
、
慧
思
が
第
一
に
注
目
し

た
法
華
経
の
安
楽
行
品
に
は
、

如
来
滅
後
の
、
末
法
の
中
に
於
て
、
是
の
経
を
説
か
ん
と
欲

せ
ぱ
、
応
に
安
楽
行
に
住
す
ぺ
し
。
ｑ
と
ｌ
雪
。
Ｉ
罷
騨
）

と
あ
り
、
安
楽
行
が
「
末
法
」
の
時
代
に
お
い
て
実
践
さ
る
ゞ
へ
き

行
法
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
云
う
「
末
法
」
と
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
梵
語
原
典
や
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
も
の
か
ら
判

断
し
て
、
「
正
法
滅
尽
時
」
、
す
な
わ
ち
像
法
に
あ
た
り
、
正
像
二

時
に
次
ぐ
第
三
時
と
し
て
の
所
謂
末
法
の
意
味
で
は
な
い
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
慧
思
が
一
」
の
経
文
中
の
「
末
法
」
と
い
う
語
を
ど

の
よ
う
に
了
解
し
た
か
は
自
ず
と
別
問
題
で
あ
る
。
私
は
敢
え
て
、

慧
思
は
そ
れ
を
第
三
時
と
し
て
の
末
法
の
意
と
把
え
た
の
で
あ
り
、

四
種
安
楽
行
を
、
あ
る
い
は
、
浬
藥
経
の
大
乗
律
の
思
想
に
も
と

づ
く
護
法
の
た
め
の
積
極
的
な
忍
辱
行
を
、
特
に
末
法
時
代
相
応
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の
行
法
と
し
て
組
織
し
た
の
だ
、
と
考
え
た
い
。

北
魏
の
浬
藥
経
の
学
者
や
実
践
的
修
道
者
た
ち
に
と
っ
て
、
危

機
的
な
時
代
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
護
法
の
為
の
大
乗
律
の
実
践

が
、
大
き
な
主
体
的
課
題
で
あ
っ
た
。
現
今
を
像
法
末
の
悪
世
と

見
る
時
代
観
が
、
末
法
悪
世
の
時
代
観
に
進
展
し
て
ゆ
く
上
で
重

要
な
役
割
を
果
し
た
の
が
、
彼
ら
北
地
の
浬
藥
学
系
統
の
仏
教
者

た
ち
で
あ
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
六
世
紀
前
半
ま
で
に
は
、
い
わ
ゆ

る
末
法
説
（
正
像
末
三
時
説
）
が
注
目
さ
れ
組
織
さ
れ
た
、
と
推

定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
慧
思
は
そ
の
よ
う
な
北

魏
浬
藥
学
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
末
法
の
危
機
的

な
時
代
意
識
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
『
立
誓
願
文
』

で
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
私
は
い
わ
ゆ
る
末
法
説
は
イ
ン
ド
伝
来
の
も
の

で
は
な
く
、
中
国
に
お
い
て
法
滅
思
想
が
進
展
し
て
ゆ
く
過
程
で

成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
故
、
末
法
説
を
イ
ン
ド
成
立
の

も
の
と
見
な
し
、
あ
く
ま
で
も
大
集
経
の
伝
訳
年
時
等
を
前
提
と

し
て
、
中
国
に
お
け
る
末
法
説
の
成
立
や
、
慧
思
に
お
け
る
末
法

説
受
容
の
問
題
を
論
じ
よ
う
と
す
る
山
田
龍
城
氏
な
ど
の
所
説
に

は
賛
同
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
末
法
末
期
に
お
い
て
月
光
菩
薩
が
中
国
に
出
世
す
る
と
い
う

教
説

月
光
菩
薩
の
出
世
に
つ
い
て
は
、
劉
宋
代
（
四
二
○
’
四
七
九
）

失
訳
の
法
滅
尽
経
に
左
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
も
う
、
吾
が
浬
藥
の
後
、
法
滅
せ
ん
と

欲
す
る
の
時
、
五
逆
の
濁
世
に
魔
道
興
盛
し
、
魔
の
沙
門
と

作
り
、
吾
が
道
を
壊
乱
せ
ん
、
（
中
略
）
月
光
世
に
出
で
て
、

相
い
遭
値
す
る
を
得
て
、
共
に
吾
が
道
を
興
す
こ
と
五
十
二

歳
。
首
梧
厳
経
、
般
舟
三
昧
〔
経
〕
先
ず
化
滅
し
去
り
、
十

二
部
経
尋
い
で
後
に
復
た
滅
尽
し
て
復
た
現
ぜ
ず
、
文
字
を

見
ず
、
沙
門
の
袈
裟
自
然
に
白
に
変
ら
ん
。
（
筍
．
届
ｌ
旨
馬
。

Ｉ
巨
己
こ

ま
た
、
月
光
菩
薩
に
関
す
る
経
典
で
あ
る
月
光
童
子
経
の
異
訳
と

し
て
申
日
経
（
西
晋
竺
法
護
訳
、
あ
る
い
は
呉
支
謙
訳
）
が
あ
る

が
、
こ
の
経
典
に
は
、

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
も
う
、
我
れ
般
浬
梁
せ
る
千
歳
よ
り
已

後
、
経
法
且
く
断
絶
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
月
光
童
子
ま
さ
に

泰
国
に
出
で
て
聖
君
と
作
り
、
我
が
教
法
を
受
け
、
道
化
を

興
隆
す
べ
し
。
（
日
置
ｌ
留
写
）

と
あ
り
、
月
光
菩
薩
が
中
国
に
出
世
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る

慧
思
の
時
代
に
は
、
弥
勒
信
仰
と
同
様
に
、
月
光
菩
薩
の
信
仰
（
新

仏
出
世
の
類
の
信
仰
）
が
一
般
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
よ
う
で
あ
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り
、
北
魏
の
煕
平
元
年
（
五
一
六
）
に
は
、
月
光
菩
薩
が
将
来
中

国
に
出
世
し
て
衆
生
を
済
度
す
る
と
い
う
申
日
経
の
説
に
乗
じ
た

⑯

月
光
童
子
劉
景
暉
の
乱
が
、
河
北
莫
州
で
起
き
て
お
り
、
ま
た
六

朝
代
に
は
、
月
光
菩
薩
に
関
す
る
首
羅
比
丘
経
、
仏
鉢
経
、
観
月

光
菩
薩
記
な
ど
の
疑
経
も
製
作
さ
れ
て
い
る
。

仙
末
法
末
期
に
お
い
て
経
典
が
次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
く
と
い
う

教
説

先
ず
首
梧
厳
経
と
般
舟
三
味
経
が
消
滅
し
、
続
い
て
他
の
経
典

も
次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
く
と
い
う
『
立
誓
願
文
』
の
記
述
に
つ
い

て
は
、
前
に
引
用
し
た
法
滅
尽
経
の
経
文
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
無
量
寿
経
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
こ
の
経
典
自
身
に
、

当
来
の
世
に
経
道
滅
尽
す
と
も
、
我
れ
慈
悲
を
以
っ
て
哀
感

し
、
特
に
此
の
経
（
Ｉ
無
量
寿
経
）
を
留
め
て
、
止
住
す
る

こ
と
百
歳
な
ら
し
め
ん
。
（
目
．
届
ｌ
曽
皆
）

と
あ
り
、
ま
た
此
の
経
典
の
異
訳
で
あ
る
過
度
人
道
経
（
呉
支
謙

訳
）
に
は
、

我
が
般
泥
恒
よ
り
去
り
て
後
、
経
道
千
歳
に
留
止
し
、
千
歳

の
後
、
経
道
断
絶
す
る
も
、
我
れ
皆
な
慈
哀
し
、
特
に
是
の

経
法
を
留
め
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
し
め
ん
。
百
歳
の

中
寛
お
わ
れ
ば
乃
ち
休
止
し
断
絶
せ
ん
。
宵
．
届
ｌ
閏
浄
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
正
像
末
三
時
説
の
真
偽
を
探
る
べ

く
、
こ
れ
を
、
仙
釈
尊
の
生
誕
・
入
滅
等
の
年
時
に
関
す
る
教
説
、

②
正
法
五
百
年
・
像
法
千
年
・
末
法
一
万
年
の
教
説
、
③
末
法
末

期
に
お
い
て
月
光
菩
薩
が
中
国
に
出
世
す
る
と
い
う
教
説
、
③
末

法
末
期
に
お
い
て
経
典
が
次
第
に
消
滅
し
て
ゆ
く
と
い
う
教
説
、

の
四
つ
の
教
説
に
分
け
、
そ
れ
ら
の
各
々
に
つ
い
て
典
拠
な
り
、

あ
る
い
は
教
説
が
成
立
す
る
事
情
な
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
教
説
が
、
『
立
誓
願
文
』
成
立
当
時
（
五

六
○
年
頃
）
に
お
い
て
記
録
さ
れ
う
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
ほ
ぼ
示
し
得
た
と
思
う
。
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
末
法
説
（
正

像
末
三
時
説
）
は
慧
思
の
真
撰
と
充
分
に
認
め
う
る
も
の
で
あ
る
、

と
私
は
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
従
来
か
ら
言
及
さ
れ
て
き
て
い
る
「
立
誓
願
文
』

の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
・
こ
の
著
作
は
、
①
慧
思

の
自
叙
伝
で
あ
る
「
自
著
年
譜
」
の
部
分
、
②
末
法
説
（
正
像
末

三
時
説
）
の
部
分
、
及
び
、
③
願
文
の
部
分
、
の
三
つ
の
部
分
に

大
き
く
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
、
①
及

び
②
の
部
分
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
を
慧
思
自
身
の
撰
述
と
認
め

お
わ
り
に
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う
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
確
か
め
よ
う
と
努
め
た
。

ま
ず
、
「
自
著
年
譜
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
道
宣
の
『
続
高
僧

伝
』
以
降
、
宋
の
志
磐
の
『
仏
祖
統
紀
』
に
至
る
ま
で
の
諸
文
献

に
記
載
さ
れ
る
慧
思
伝
の
記
述
を
検
討
し
た
結
果
、
私
は
現
行
の

『
立
誓
願
文
』
所
載
の
「
自
著
年
譜
」
が
後
世
に
追
記
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
推
定
す
る
に
至
っ
た
。
次
に
、
末
法
説
（
正
像
末
三

時
説
）
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
大
集
経
（
日
蔵
分
・
月
蔵

分
）
の
伝
訳
年
時
等
を
前
提
と
し
て
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
末
法

説
の
真
偽
を
論
じ
よ
う
と
す
る
立
場
に
疑
問
を
呈
し
、
そ
し
て
、

末
法
説
は
イ
ン
ド
伝
来
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
に
お
い

て
法
滅
思
想
が
進
展
し
て
ゆ
く
過
程
で
興
起
し
、
成
立
し
、
定
着

し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
次
い
で
、
中
国
に
お
け
る
末
法
説

の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
の
が
北
魏
浬
薬
学
の
系
統
の
仏

教
者
た
ち
で
あ
る
と
推
察
し
、
慧
思
は
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
よ
っ
て
、
末
法
説
に
触
れ
、
よ
り
明
確
に
末
法
説
を
認
識
し
、

表
明
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
、
『
立
誓
願
文
』
所
載
の
末
法
説
は
す

寺
へ
て
彼
自
身
の
真
撰
と
認
め
う
る
と
論
じ
た
。

「
自
著
年
譜
」
の
部
分
は
従
来
ほ
と
ん
ど
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
慧
思
自
撰
の
も
の
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

る
が
、
私
は
そ
の
部
分
は
後
世
の
追
記
で
あ
る
と
推
測
す
る
。
「
自

著
年
譜
」
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る

末
法
説
の
成
立
、
及
び
慧
思
に
お
け
る
末
法
説
受
容
の
問
題
な
ど

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
視
点
を
提
示
し
得
た
と
考
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
北
魏
浬
薬
学
の
伝
統
と
末
法
説
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

は
突
っ
こ
ん
だ
考
察
を
加
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
た
だ
推
測
を
重

ね
る
こ
と
と
な
り
、
単
な
る
臆
説
の
域
を
越
え
得
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
恐
れ
る
。
本
稿
を
〃
試
論
″
と
名
づ
け
た
所
以
で
あ

る
。
（
終
わ
り
）

玲
汪①
陳
寅
格
氏
は
「
南
岳
大
師
立
誓
願
文
政
」
（
『
陳
寅
悟
先
生
文
史
論

集
」
上
巻
〔
昭
和
鞭
〕
所
収
）
に
お
い
て
、
『
立
誓
願
文
』
に
記
さ
れ

る
彗
思
の
自
叙
伝
が
中
国
に
お
け
る
最
も
早
い
「
自
著
年
譜
」
の
一

つ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

②
恵
谷
隆
戒
「
南
岳
慧
思
の
立
誓
願
文
は
偽
作
か
」
（
「
印
度
学
仏
教

学
研
究
」
六
’
二
、
昭
詑
）

③
「
支
那
仏
教
に
於
け
る
末
法
思
想
の
興
起
」
（
『
東
方
学
報
』
東
京

第
六
冊
、
昭
ｕ
、
二
○
五
頁
！
）

④
山
田
龍
城
『
大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』
昭
弘
、
五
八
二
頁
、
小
林

泰
善
「
南
冊
慧
思
立
誓
願
文
の
形
成
に
関
す
る
問
題
」
（
『
印
仏
研
』

二
四
’
一
、
昭
副
）
、
川
勝
義
雄
「
中
国
的
新
仏
教
形
成
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ｌ
南
岳
慧
思
の
場
合
ｌ
」
（
福
永
光
司
編
「
中
国
中
世
の
宗

教
と
文
化
』
所
収
、
昭
訂
）

⑤
了
一
ヤ
ン
氏
は
慧
思
の
『
立
誓
願
文
』
の
原
型
を
見
定
め
る
に
あ

具R
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⑥
『
国
清
百
録
』
の
研
究
書
と
し
て
、
池
田
魯
参
『
国
情
百
録
の
研

究
』
（
大
蔵
出
版
、
昭
研
）
が
あ
る
。
拙
論
に
お
い
て
も
「
百
録
』

の
原
文
の
書
き
下
し
に
つ
い
て
は
本
書
を
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。

⑦
Ｐ
・
マ
’
二
ペ
ン
《
目
色
ぐ
ぢ
黒
眉
８
臣
ぐ
Ｈ
の
号
国
匡
巨
』
』
（
Ｓ
ご
）

た
っ
て
薄
そ
れ
と
智
頒
の
『
天
台
智
者
大
師
発
願
文
』
（
続
蔵
一
・
二

・
四
・
一
）
と
を
比
較
し
、
そ
の
結
果
、
前
者
の
願
文
中
の
ご
く
一

部
分
の
み
（
目
．
急
ｌ
認
幹
息
．
鵠
ｌ
畠
皆
息
．
底
）
が
そ
の
原
型
を

為
す
も
の
で
あ
り
、
他
は
す
等
へ
て
後
世
付
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
仮
説
を
立
て
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
場
合
、
何
故
に

両
者
を
比
較
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
が
不
明
確

で
あ
る
。
智
顎
の
『
発
願
文
』
が
お
そ
ら
く
僧
衆
の
念
調
用
と
し
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
慧
思
の
『
立
誓
願
文
』
は

経
典
書
写
の
折
に
著
わ
さ
れ
た
願
文
で
あ
り
、
両
っ
の
願
文
が
基
本

的
に
異
っ
た
性
格
を
有
す
る
と
い
う
点
に
全
く
注
意
が
払
わ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
両
願
文
の
比
較
を
通
し
て
、
何
故
に
前

記
の
個
所
が
『
立
誓
願
文
』
の
原
型
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
明
確
な
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
慧
思
の
直
弟
子
で
あ
る
智
顔
の
『
摩
訶
止
観
』
に
「
武
津

歎
日
（
中
略
）
著
願
文
云
択
択
択
択
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
『
立
誓
願
文
』
の
原
型
に
、
少
く
と
も
、
「
択
択
択
択
」
の

句
を
記
す
現
行
の
『
立
誓
願
文
』
の
末
尾
の
部
分
が
含
ま
れ
て
い
た

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
部
分
さ
え
も
後
世
の
付

記
で
あ
る
と
す
る
マ
’
一
ヤ
ン
氏
の
説
は
受
け
入
れ
難
い
。
私
は
マ
ニ

ャ
ン
氏
と
同
様
に
「
自
著
年
譜
」
の
部
分
は
後
世
追
記
さ
れ
た
も
の

と
推
定
す
る
が
、
マ
’
一
ヤ
ン
氏
の
仮
説
に
は
賛
同
し
か
ね
る
も
の
で

紫
の
づ
Ｃ
Ｏ

喝
誤
ｌ
喝
参
照
。

③
費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
一
（
Ｈ
・
お
ｌ
麗
四
）
、
吉
蔵
『
中
観
論

疏
』
巻
一
（
目
．
怠
’
屍
ｇ
な
ど
。

⑨
丸
山
孝
雄
『
法
華
教
学
研
究
序
説
ｌ
吉
蔵
に
お
け
る
受
容
と
展

開
ｌ
」
（
昭
和
弱
）
三
三
九
頁
Ｉ
。

⑩
「
中
論
疏
記
』
巻
二
末
（
弓
．
＄
１
日
ｇ

⑪
僧
叡
の
「
嶮
疑
」
（
「
出
三
蔵
記
集
」
巻
五
、
目
．
閉
１
台
ず
Ｉ
）

⑬
関
口
真
大
『
天
台
止
観
の
研
究
』
（
昭
“
）
三
七
九
頁
Ｉ
。

⑬
牧
田
諦
亮
『
疑
経
研
究
」
（
昭
団
）
三
○
四
頁
Ｉ
。
ま
た
、
ウ
ェ
イ

レ
ン
・
ラ
イ
（
弓
冒
肩
口
Ｆ
己
）
博
士
は
本
経
の
成
立
を
五
一
七
年
か

ら
五
二
○
年
の
間
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
（
大
谷
大
学
真
宗
総
合

研
究
所
・
研
究
所
報
第
十
二
号
、
昭
㈹
）

⑭
塚
本
善
隆
『
支
那
仏
教
史
研
究
・
北
魏
篇
」
（
昭
“
）
、
川
勝
義
雄

・
前
掲
論
文
、
な
ど
参
照
。

⑮
塚
本
善
隆
「
魏
書
釈
老
志
の
研
究
』
（
昭
鏥
）
参
照
。

⑯
同
右
『
支
那
仏
教
史
研
究
・
北
魏
篇
』
二
八
○
頁
ｌ
参
照
。
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